
地元・地方大学の相互協力で、洋上風力の社会実装に備えた

大学教育基盤の強化と大学アライアンスの検討

（地元の期待に応えつつ競争力を生み出すための連携）

資源エネルギー庁「洋上風力発電人材育成事業」の活用検討
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事業名：「産学のコンソーシアムによる
洋上風力発電大学教育カリキュラム等整備事業」

（サブタイトル）：
「地元・地方大学の相互協力による洋上風力の社会実装に備えた産学連携による
大学教育基盤の強化と大学アライアンスの検討事業

～地元の期待に応えつつ競争力を生み出すための連携～」

我が国の洋上風力の導入促進に資する人材を輩出するため、大学生・大学院生を対象に、

地元にウインドファームが展開する計画をもつ地方大学が広域に連携し、発電事業者を中心とする産

業界とコンソーシアムを形成し、今後ますます必要となる洋上風力の事業開発に携わる高度な専門知

識と現場実践力を備えた高度人材の育成のための仕組みやカリキュラムを産学が連携して策定する。

さらに、コンソーシアムに参加している５つの発電事業者の知見、東京大学や日本海事協会など先

端研究や技術認証等を行う機関の協力、専門性の高いシンクタンクをパートナーとした国内外の事例

調査やコンソーシアムミーティング等により、我が国の洋上風力産業の競争力の強化や地域創生にも

つながる海洋開発を担う人材を生み出す「しくみとカリキュラム」を検討する。

検討においては、アジアで唯一の洋上風力の総合的な社会人育成機関「長崎海洋アカデミー」のプ

ログラムを取り入れた学生向けの講座開発や、英国などにみられる企業現場での長期インターンシッ

プ、発電事業者が有するウインドファーム現場と連携した学生教育など、従来の大学教育では実現で

きなかった新たな手法の導入も検討していく。

【事業内容の概要】
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学：秋田大学・
秋田県立大学

産：三菱商事洋上
風力(商用)

学：千葉大学
産：三菱商事洋上

風力（商用）、
東京電力RP
（NEDO実証)

学：北九州市立大学
産：九電みらいエナ

ジー（商用、
NEDO実証）

学：長崎大学
産：中部電力(商用)

九電みらいエナ
ジー(潮流実証)

学：長崎大学
産：JERA(商用)

(台湾Formosa)

台湾
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補助事業者（コンソーシアム） 業務委託・外注先 再委託・外注先

3

事業実施体制（案）

＜協力者＞

東京大学，日本海事協会

＜参加補助事業者＞

＜代表補助事業者＞

＜参加補助事業者＞

三菱総合研究所 BVG Associates

長崎海洋アカデミー

（NPO法人 長崎海洋産業クラスター形成推進協議会）

協業関係／補助金活用有

委託外注先関係／補助金活用有

支援・協力関係／補助金活用無

補助金活用者

５大学

５発電事業者



＜将来の目指す姿＞

「洋上風力分野において、大学と産業界の間で、人材育成や人材供給のエコシス

テムが形成され、高度人材が継続的に供給されることにより、事業開発の拡大は

もとより、新たなコンセプトや新技術の導入が促進され、競争力のある洋上風力

産業が創出されるとともに地方創生型の海洋開発が実現している。もって、洋上

風力分野が学生にとって魅力ある産業となっている。」
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＜令和４年度＞（案）

【骨子案の策定を目指す】

・人材育成に係る大学と産業界の連携のしくみと教育カリキュラムの骨子案を策定する。

骨子案では、

・大学及び産業界のコミュニケーションの場の確立

・カリキュラムのコンセプト確立

・既存リソースの棚卸

・国内外事例調査

・長崎海洋アカデミーの教育コースの大学教育への活用策

・フィールド連携やPBL(Project Based Learning)手法

・長期インターンシップ手法

・教育提供手法

などの情報や考え方を整理 コンソーシアム全体会議



洋上風力発電人材育成事業の紹介
（海洋教育フォーラム @出島メッセ長崎）
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